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史
学
研
究
会
大
会
予
告

　
次
の
よ
う
な
日
程
で
、

第
一
日
＋
一
月
一
日

　
O
総
　
　
会

　
○
慶
陵
の
壁
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
天
然
色
幻
燈
使
用

　
○
歴
史
と
交
学

　
○
日
清
戦
．
争
の
研
究
（
共
同
研
究
）

第
二
日
＋
一
月
二
日
（
臼
）

　
○
北
嵯
峨
史
跡
名
勝
ハ
イ
キ
ン
グ
、

本
会
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
、

（
土
）
総
会
と
講
演
・
研
究
発
表
会

多
数
御
参
加
下
さ
る
よ
う
、
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

　
京
大
教
授
　
田
村
実
造
氏

　
　
京
大
教
授
　
桑
原
武
夫
氏

　
京
大
、
財
史
・
東
洋
史
・
地
理
・
西
洋
半
払
研
究
室

見
学
と
懇
親
会

コ
ー
ス

　
大
覚
寺
1
↓
釈
迦
堂
－
↓
・
厭
離
庵
↓
祇
王
寺
↓
二
尊
院
1
↓
落
柿
舎
↓
野
々
宮
1
↓
天
龍
寺

　
○
懇
親
会
　
　
天
龍
寺
に
て
、
　
会
費
二
〇
〇
円

第
三
日
　
十
一
月
三
日
（
月
。
丈
化
の
日
）

　
　
　
　
読
史
会
（
国
皮
）
、
東
洋
史
談
話
会
、
西
洋
史
読
書
会
、
地
理
学
談
話
会
、
各
大
会

　
詳
細
は
次
号
に
お
し
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
な
お
会
員
の
方
で
大
会
出
席
の
た
め
、
公
用
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会
に
御
通
知
下
さ
い
。

　
　
　
　
八
月
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
史
学
研
究
会

　
　
　
会
　
員
　
各
　
位

’
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、



駆酬

j
・
地
理
糾
教
育
の
語
間
願
一

闘
的
に
）
が
述
べ
ら
れ
、
井
上
氏
（
京
大
）
か
ら
歴

史
教
育
の
独
立
、
小
・
中
・
高
校
に
お
け
る
歴
史
教

育
の
関
連
及
び
現
在
の
歴
史
教
書
の
欠
陥
泳
何
か
を

具
体
的
に
す
る
必
要
が
望
豪
れ
た
が
、
と
く
に
森
田

氏
（
洛
陽
中
）
か
ら
沓
単
元
に
一
貫
目
が
欠
除
し
て

い
る
の
ぽ
妥
幾
で
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
更
に
単

元
の
敦
正
が
殴
々
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
し

て
行
わ
れ
る
の
か
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

　
㈲
東
氏
（
一
二
島
野
高
）
は
、
歴
史
教
育
の
欠
陥
或

は
制
度
の
聞
題
と
と
も
に
、
い
ま
平
熱
。
愛
国
な
ど

の
問
題
を
回
り
上
げ
た
教
育
者
が
、
政
治
的
社
会
的

圧
追
を
加
え
ら
れ
る
現
状
に
対
す
る
教
師
の
身
分
保

証
が
重
要
な
闇
題
で
あ
る
こ
と
と
、
正
し
い
歴
史
教

育
を
抑
圧
す
る
者
は
誰
か
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
池
田
氏
（
京
大
）
か

ら
、
現
在
の
二
本
の
危
機
に
衛
面
し
て
、
教
育
者
は

臨
儒
を
も
つ
て
歴
史
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

単
に
問
題
を
技
術
的
な
事
柄
に
終
ら
す
こ
と
た
く
、

従
来
の
歴
史
教
誉
の
在
り
方
を
徹
底
的
に
反
省
し
、

そ
こ
か
ら
三
民
の
た
め
の
肥
し
い
歴
堤
教
育
を
創
造

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
へ
冒

　
以
上
の
よ
5
に
歴
史
・
地
理
教
育
に
つ
い
て
多
く

の
問
題
が
轟
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
会
者
の

詞
論
の
な
か
か
ぢ
一
致
し
た
結
…
論
に
蜜
で
達
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
旗
借
財

に
歴
史
教
育
に
律
曝
す
る
人
．
、
と
研
究
者
と
の
閣

に
、
現
在
の
歴
史
教
育
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て

こ
の
よ
う
な
ム
至
口
が
も
た
れ
、
笑
際
澗
題
の
解
決
の

き
っ
か
け
が
与
え
ら
れ
た
箏
は
意
義
深
い
も
の
が
あ

っ
た
と
思
ろ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
）
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執
筆
者
紹
介

岸
　
俊
男
氏

嚢
多
村
俊
男
氏

永
島
福
太
郎
氏

佐
藤
圭
四
郎
氏

門
脇
顧
一
一
氏

里
井
穆
七
郎
氏

浅
香
　
正
氏

藤
沢
長
治
氏

奈
良
女
子
大
助
敏
授

岡
山
大
助
教
授

奈
良
高
校
教
諭

京
大
文
学
部
助
手

立
命
大
講
師

京
大
文
学
部
助
手

京
大
大
掌
院
掌
生

業
大
特
別
研
究
生

　
　　　　へ　　　‘　、ゴa！　　ANrw

九
八

史
林
　
前
号
目
次
（
三
五
巻
一
号
）

　
フ
ラ
ン
ス
一
命
と
人
権
宣
言
　
　
前
川
貞
次
郎

　
老
荘
の
自
由
思
想
　
　
　
　
　
村
上
嘉
笑

　
明
治
教
育
緊
の
思
想
項
類
彙
　
大
石
良
材

　
〔
害
評
〕
「
真
宗
源
流
更
論
」
　
（
中
沢
見
明

　
著
）
　
赤
松
俊
秀
、
　
「
女
紅
卜
祀
の
理
諭
と
方

　
法
」
　
（
石
田
一
良
著
）
中
村
二
柄
、
労
嚢
旦

・
・
邑
・
・
透
一
∴
涛
蕗
讐
森

ハ
節
郎
、
｝
〈
霞
一
諸
p
簑
β
巳
（
奮
同
）
・
二
8
。
ぎ

　
㌘
〈
。
一
毎
。
コ
H
G
。
い
。
。
二
．
H
し
♂
饗
「
岡
部
縫
彦

夏

　　　　　　　　　　　　　／炉　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　へP　／　　　　　　　　it　”　．．　　　　　　ww　　　　ぽ「　　ド　　nvW－v．A

京
都
犬
学
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
一

　　vepm一

二
鱗
鞭
．
河
西
道
辺
維
輔
藪
…

　
学
童
の
生
活
疇
間
に
関
す
る
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
圏
原
太
郎
　
｛

…
　
　
　
　
外
教
蟹
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
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報

　
ア
史
の
一
隅
に
立
ち
て

　
　
　
京
大
地
理
学
関
係

　
昭
和
二
六
年
度
地
理
瀞
ナ
予
再
会
。
　
　
工
斡
β
二
㎝
二
日

（
土
）

　
婦
げ
田
典
良
「
滋
賀
県
の
茶
庭
に
つ
い
て
」

　
柿
本
典
昭
「
h
昌
本
丸
一
戸
の
一
性
三
朝
」

　
勝
斑
忍
「
大
隅
半
島
に
於
け
る
商
鹸
生
巌
一
城

　
　
の
展
開
過
程
」

　
末
尾
至
行
「
工
藁
上
よ
り
見
た
る
加
古
川
申
流
々

　
　
域
の
特
殊
性
」

　
由
比
浜
省
戴
隣
「
広
一
島
県
の
海
外
移
民
に
山
脚
す
る
二

　
　
、
三
の
問
題
」

　
　
　
京
大
考
賓
学
関
係

椿
由
古
壇
の
爾
査

　
貼
四
賀
県
治
囑
郡
治
田
口
村
小
次
養
出
寸
の
椿
山
山
古
［
墳
は
、

　
最
近
の
土
丈
工
山
畢
よ
る
曲
剛
轟
力
部
「
の
採
土
の
結
餌
木
、

遺
物
を
出
し
た
の
で
、
県
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

　
小
林
助
手
以
下
本
敦
塞
員
は
三
月
二
十
七
日
よ
り

　
四
［
三
七
臼
ρ
に
至
る
問
、
㎞
附
吉
墳
の
調
香
幽
を
江
つ

、
た
．
、
瀞
剛
方
中
央
部
の
く
び
れ
部
に
近
い
揚
｛
欣
に
木

　
棺
を
埋
め
た
と
思
わ
れ
、
内
よ
り
短
甲
・
刀
剣
・

　
斧
・
二
等
、
外
よ
り
盾
・
槍
を
発
見
し
た
。

考
古
学
談
話
会
　
五
月
三
十
日
（
金
）

水
野
長
広
両
特
薦
の
学
士
院
恩
賜
賞
受
賞
擁
賀
と

　
新
引
入
生
小
野
田
紳
即
軸
綱
の
歓
謝
出
会

　
林
巳
楽
夫
「
滋
賀
県
椿
蜘
古
墳
の
調
査
」

　
金
関
　
如
塒
「
福
M
閃
県
法
華
欝
欝
巡
跡
の
一
二
査
」

　
　
　
京
大
人
文
科
挙
研
究
所
閣
係

公
開
講
演
会
　
五
月
エ
ニ
日

　
平
、
岡
武
夫
「
瀧
…
字
女
化
の
見
方
」

五
月
二
九
日

　
花
一
居
英
樹
「
中
鷺
一
古
典
文
華
†
の
現
代
的
意
鰍
噛
」

六
月
五
欝

　
入
矢
義
喬
「
魯
迅
と
中
國
古
典
」

六
月
一
二
日

　
桑
瀕
武
夫
「
丁
玲
の
飯
村
に
居
た
頃
に
つ
い
て
」

　
　
　
自
然
史
学
会
関
係

例
会
　
五
月
一
五
日

　
州
喜
多
二
郎
「
野
外
調
査
に
お
け
る
テ
ー
プ
・
コ

　
　
ー
ダ
ー
と
カ
ー
ジ
法
」

合
嗣
轟
季
例
会
　
五
月
二
七
月

　
｝
四
颯
胴
栄
｛
二
「
イ
ン
ド
。
碗
小
。
バ
ー
ル
旅
行
談
」

一
一
〇

剛

　
　
　
　
　
編
集
　
後
　
記

　
い
ま
．
歴
史
の
分
野
に
は
多
く
の
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ

問
題
が
お
こ
っ
て
い
る
へ
．
そ
れ
は
し
よ
5
が
な
い
と

か
、
そ
う
い
っ
た
ふ
5
に
は
処
理
で
き
ぬ
よ
う
な
場

に
わ
れ
わ
れ
を
追
い
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ

れ
に
し
て
も
、
歴
史
の
教
獣
罵
者
、
研
究
者
が
、
ほ
ん

と
う
に
歴
長
上
の
具
体
的
な
問
題
に
対
決
し
、
解
決

し
て
ゆ
く
こ
と
以
外
に
は
、
こ
の
不
安
を
解
消
し
て

ゆ
く
道
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
号
は
ま
と

ま
り
の
な
い
編
集
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
夫

々
の
力
作
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
問
題
を
、
不
安
の
な

く
な
る
方
向
に
発
展
さ
せ
、
潔
め
る
積
極
的
な
批
判

を
お
願
い
し
た
い
。
　
　
　
’
　
　
　
　
（
池
．
田
）

九九
yこヨi

年年
八七
月月

　　ゴε

H　Ei

臼
騒

ん
嘗
一
丁

”
ク
！
イ

定
価
臣
円

騎．悲史
所　　所
　メゑ　　　　カいよミ

磁史聾林
　コモコ　　　　　　　ロぢ　 　

村葭　饗葵
勧学葦富莚
製海恕藁葺

式量颪究
　一五ム訟沢下£

社繋会

（21e）



T・

声

　　THE　SHIRIN

　　　　　　or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

VoL　XXXV，　NO．　2 August　1952

CONTENTS

The　Echizen　Manors　of　the　Todaiji　Temple

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…Tos／iio　Jiislii　（1）

Water　Distribution　and　Rural　Cornmunity　in　the　Rece－

　　voir　lrrigation　Districts・・・・…7”osltio　lt”ita7mtra　（21）

Sakai　and　Nara・・…・…・・……1・＞ilv〃1σ10　ハ「（～ぎ硲〃ゴ〃la（45）

The　Social　Structure　under　the　Gupta　Dynasty　（X’）

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　K’risliirO　5”atb・　（58）

Book　Reviews

News　from　the　Acaclemic　World

　　　　　　　　　1う，∂痂〃♂げ

　　THE　SHIGAKU　KENI〈YUKAI
（Tlie　Sociely　of　！’lits’lorica／　Reseaic／i）

　　　Kyoto　University，　Kyoto，　Japan


